
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

平成３０年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 上伊那地域若者人材確保促進事業 

事業主体 

（連絡先） 

上伊那地域若者人材確保連携協議会 

（上伊那広域連合） 

事業区分 ⑥産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 ７８６，５５２円（うち支援金：５３６，０００円） 

 

①学生が就活を通じて、幸せな人生

を送るための選択ができること。 

②幸せな人生を送る選択肢が生ま

れ育ったふるさとにもあること

を学生が認知すること。 

③上伊那地域の企業が、学生の動向

を早い時期に把握することがで

きること。 

④Ｕターン就職の機運が地域に広

がっていること。 

※自己評価【Ａ】 

【理由】 

 就活準備合宿を契機に、学生の

地元意識の向上や、企業の採用活

動の変化を引き出している。 

【学生と企業の交流の様子】 

  【目標・ねらい】 

 

 就活準備合宿については、学生にとって就職活動解禁

に向けたきっかけとしては一定の効果が得られました。

しかし、就活協定の形骸化が顕著になった影響で、当合

宿後に予定した事業の一部を中止する事態もありまし

た。 

 ２回目の開催となる「かみいなシゴトフェス」は、帰

省学生が多く集まる平成 29年 12月 29日に開催し、203

名の参加がありました。 

 平成 29 年度の当合宿参加者の進路調査によると、参

加者の半数以上が上伊那地域での就職を予定するなど、

一定の効果が見込める事業になっています。 

雇用安定を目的とする団体等と金融機関、行政が連携

して、上伊那地域に就職したい若者と、上伊那地域で採

用意欲のある元気な企業との接点づくりをすることで

若者の上伊那地域定着を促進し、定住人口の増加並びに

地域産業の競争力の強化と地域経済の振興に努めてい

くため、就職活動着手前の学生を対象とした「就活準備

合宿」を開催しました。 

学生自身が自らの軸やありたい姿を見出すこと、上伊

那地域の産業構造を知ること、コミュニケーション能力

を高めること、企業の採用担当者と直接交流することな

どから、学生が地元で働くイメージを高め、地元就活を

選択肢と捉える機会にしました。 

 就活準備合宿については、今年度同様、学年を限定せず、広く学生の参加を呼び掛けていきま

す。また、新卒３～７年後のいわゆる第二新卒を対象とした主にＵターン就職の支援に着手して

いきます。就活準備合宿開催を契機に行政と企業の意思疎通が促進されていて、人口減少対策と

しての地域課題と、企業の人材確保を両立する取組みに繋げます。 


